
自己評価結果【達成状況　A：達成している　B：概ね達成している　C：あまり達成していない　D：達成していない】

達成
状況

1教育・保育課程の

1特別支援教育保育

連携と協力

　　園　名　　認定こども園ミライズにじ
　　園長名　　谷口　千尋　　　　　　㊞

・自分から、考えたことを表現し行動する子ども
・豊かな感性と、好奇心・探求心を持つ子ども

「よくたべ」「よくねて」
「よくあそぶ」

・心も体も健やかな子ども

教育及び保育の方針

（１） 遊びの中で学び育つ…子どもが本来持っている自ら育つ力を引き出す
（２） のびのびと遊びを楽しむ…多種多様な動きで身体感覚の機能の育成
（３） 日本語・英語に親しむ…幼児期に育つ言語感覚の育成を大切にする

令和7年度　認定こども園ミライズにじ　関係者評価

認定こども園ミライズにじ
教育保育の理念 未来につながる人間力の基礎を育む

目指すこども像

じぶんがすき！
ともだちがすき！

・自分らしさを発揮する子ども
・相手を思いやる子ども
・認め合い協力し合う子ども

じぶんでトライ！
なかまとチャレンジ！

観点
評価項目

(取組内容)
取組状況 改善に向けた方策等

運
営

B

・保護者の意見を参酌しながら子どもの生活リズ
1行事等の実施体制

2職員の資質向上 ・職員研修の充実に向け、計画的に県、県保協、 ・県市の保育協会が開催するオンライン研修を有効
市教委、市保協等の研修に参加した。 に活用し、研修内容は全職員へフィードバックさる。

・園での行事等をよりよいものにするために管理 ムと発達段階、業務改善を考慮した行事にする。
の充実 体制、実施体制の充実を図った。 ・県市の保育協会、丹波市教育委員会等が主催する

(数値目標  自己評価アンケート番号4  R6 目標90％→R7 93％) 研修会に積極的に参加していく。

･連絡･相談を綿密に行った。 ・打合せ、メール、掲示物等で確実な連絡を行うと
(数値目標　自己評価アンケート番号22　R6実績96％→R7 98%) ともに、各担当が連携しやすい体制を構築する。

3組織体制の充実 (数値目標 自己評価 アンケート番号17 R6目標88％→R7 91％) ・OJTを実施し、現場のニーズや職員の状況にあった
・園運営ににかかる情報を共有すると共に、報告 研修を行っていく。

(数値目標　自己評価アンケート番号3 R6目標95％→R7 97%) ・月案や週案の有効なあり方を探るとともに、様式を

2発達段階に応じた ・発達年齢に応じた教育･保育に取り組み一人 変更し、効率的に入力できるようにする。

教
育
課
程

A

・適切に教育・保育計画振り返り、より充実したもの

・こども園教育･保育要領に示されたねらい･内容 になるように、園の教育保育を公開するとともに
作成 を取り入れた教育･保育課程の編成をした。 子どもたちの興味関心を大切にしていく。

3教育・保育環境の ・子どもたちが主体的に活動できるように保育室 ・保育室や施設遊具の安全点検や施設点検を確実に行い

充実 の環境を整えている。 安心して教育・保育活動ができる環境を整える。

教育・保育の実施 ひとりの興味･関心を大切にしている。 ・主体的な活動が保証できるような環境づくりを引き
(数値目標　自己評価　アンケート番号7 R6目標90％→R7 93%) 続き整えていく。

(数値目標 自己評価アンケート番号12　R6目標90％→R7 93%)

安
全
管
理

B

・毎月2回の安全点検・施設点検を確実に実施し
1施設の安全点検と ・園内の屋内外の施設安全点検を実施し、園内の

2健康観察と疾病 ・家庭や保育室などでの日常の健康観察や疾病･ 協力願う。
予防の推進 感染症予防の取組を適切に行っている。 ・不審者の侵入を想定した訓練を実施し、有事の際に

未整備箇所のないように対応する。
衛生管理の充実 保育室等の衛生管理を適切に行っている。 ・感染症予防に向けて、職員での情報共有を充実

(数値目標　自己評価アンケート番号15　R6実績97％→R7 98%) させるとともに、保護者にも必要な範囲で連絡し

能力の向上 た。各種避難訓練、通園バス訓練を実施した。 発生時の避難訓練を実施する。
(数値目標　自己評価　アンケート番号28　R6実績99％→R7 100%)

(数値目標　自己評価アンケート番号16　R6実績96％→R7 98%) 子どもたちの安全を確保できる体制を構築する。
3職員の危機管理 ・ヒヤリハット報告書等を活用し、事故防止に繋げ ・園バス利用時を想定した置去り防止訓練や事故

(数値目標　自己評価　アンケート番号19　R6実績84％→R7 87%) ・子どもの発達について不安のある保護者について、医療・

2各関係機関との ・教育機関をはじめ医療機関、行政機関、療育な 福祉などの関係機関に繋ぎ支援方法等を共有する。

特
別
支
援

教
育
保
育

A

・特別支援コーディネータを中心にしてケース検討会議

にかかる支援体制 ・特別支援コーディネータを中心に担任や支援 を継続的に実施し、支援方法を関係職員で共有すること

の構築 担当はじめ全職員で支援体制を構築している。 で、特別支援教育に対する理解を深める。

3教育支援計画の ・個別の教育支援計画(サポートファイル)を活用 ・教育支援計画（サポートファイル）を活用し、職員

活用 し、途切れない支援を推進している。 のみならず、小学校とも適切に連携することで、

連携 どを提供する専門機関と適切に連携している。 ・OJTを実施し、特別支援教育保育にかかる基本的な
※コーディネータ･加配保育士の連携状況を評価　 内容を共有し理解を深める。

※コーディネータ･加配保育士の活用状況を評価　 切れ目のない継続した支援をすすめる。

家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
等
と
の
連
携

A

・様々な方法を活用し、園全体の様子や学年の様子
1園情報の適切な ・保護者等を対象とした園の情報や連絡事項を、

2小学校との適切な ・園小連携のカリキュラムを整備し、なだらかな 機会に交流できるように工夫する。
接続にむけて連携･協力できている。 ・小学校との接続において、特別な支援を必要とする
(数値目標　自己評価アンケート番号29　R6実績84％→R7 87%) 園児については、保護者の意向も踏まえ細やかに連携する。

園児、一人ひとりの変容についてそれぞれの保護者と共有

発信 迅速かつ適切に発信することができている。 していくことを大切にする。
(数値目標　自己評価　アンケート番号24　R7 100％) ・園小連携を大切にし、特に５歳児については、様々な

  探求活動や協働的な学びを継続・深化させ、試行錯誤や粘り強さを育む機会を意図的に設定してまいります。また、特別支援では、関
係機関との連携を密にし、個別支援計画に基づいた支援を一層充実させます。安全な園づくりに向けて安全点検と避難訓練の検証を徹底
し、危機管理意識を維持します。

令和8年3月31日

(数値目標　自己評価アンケート番号30　R6実績85％→R7 87％) 関わっていただく総がかりの教育･保育を目指したい。

園関係者評価
  まず、子どもたちの主体的な学びを充実させることで、これから子どもたちが活躍する社会に対応できるよう非認知能力の育成をすす
めていただきたい。
  また、特別な支援の必要な子どもたちについては、早期からの専門的な関わりを一層強化し、個々の発達段階に応じた細やかな配慮と
支援計画を実践していただきたい。
  子どもたちの安全のために、施設・設備の日常的な点検と危機管理マニュアルを徹底するとともに、不審者対応や防火･防災訓練の頻度
と質の維持を願いたい。

園関係者評価を受けた改善の方向性

3地域との連携 ・各種講師などの地域の教育力や自然環境を含め ・市内各施設を発達段階にあわせて活用するとともに

た市内施設等を活用している。 様々な機関（消防署、警察署、税務署など）や市民等に


